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前 書 き
このプロジェクトは、「情報文化論」を学際的に充実させていこうとする努力の一環として、継続的
に実施しているものである。文学や文化の問題を、社会情報学の中で捉え直してみようというのがそ
の趣旨であり、また、欧米と日本についての比較という関心も通底している。本特集は１）平成15年
度の「情報化時代における「教養」の意義―日本、英米、ドイツの比較―」（第８回社会情報学部シン
ポジウム［2005．１．26］、及び『群馬大学社会情報学研究論集』第12巻の《小特集》に成果発表）、２）
平成16年度の「文学メディアとジェンダーの歴史」（『群馬大学社会情報学研究論集』第13巻の《小特
集》に成果発表）、３）平成17年度の「都市と文学メディア」（『群馬大学社会情報学研究論集』第14巻
の《小特集》に成果発表）、４）平成18年度の「翻訳と情報社会」（『群馬大学社会情報学研究論集』第
15巻の《小特集》に成果発表）、５）平成19年度の「情報社会と芸術」（『群馬大学社会情報学研究論集』
第16巻の《小特集》に成果発表）６）平成20年度「メディアとしての歴史と文学」（『群馬大学社会情
報学研究論集』第17巻の《小特集》に成果発表）に続く、平成21年度社会情報学部学際・総合型プロ
ジェクト「作家・メディア・読者」の成果発表である。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
日本における近代文学は、言文一致体で書かれた二葉亭四迷の『浮雲』から始まるとされる。憲法
が発布され、議会制度が創設され、政治的な諸制度が整備された明治20年代に、口語体を用いた言文
一致体が従来の文語にとって代わったころ、翻訳の必要から様々な抽象語が普及したこともあり、近
代文学の特徴である内面の発見がなされた。二葉亭四迷は本格的写実小説『浮雲』で挫折した青年の
内面を描き、ツルゲーネフの『あひびき』を翻訳した。ここに日本の近代文学という目に見えない文
化的制度が誕生した。
近代文学は近代国民国家の確立および文学を享受する読書共同体の誕生をその前提としている。近
代国民国家は、国家を維持するため、官僚他の政治組織を編成し、軍事力を強化し、経済を活発化さ
せる必要があった。その必要から国家は義務教育を中心とする国民の教育に力を注ぎ、その中心に国
語教育を据えた。
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国語教育は国民の識字率を高め、知的能力を高めるとともに、国民の感性を平準化し、国民に共同
体意識を植え付ける一方個人意識をも高める。こうして国語教育は、読書共同体形成に大きな影響を
与えた。また安価なインクや紙の供給、高速輪転機の導入など印刷産業の発達が、それまで高価で、
一部のエリートのものであった新聞・雑誌・書籍を、大衆に普及させることとなり、読書共同体の拡
大におおいに力を貸した。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
明治20年代に誕生した近代文学は、大正末期から昭和初期にかけて、円本や文庫などの廉価な書籍
の販売によって大衆にも大いに普及することになったが、実際に大衆が近代文学に親しむようになっ
たのは大衆文化が根付いた第二次世界大戦後のことである。1,000万部を超えるベストセラーが登場し
たり、芥川賞・直木賞がマスコミで話題にされるようになったのは戦後の現象である。ここ数年の出
版点数は減少気味だとはいえ、読書共同体の規模は戦前と比較にならない。
しかし近年評論家を中心に近代文学の死や近代小説の死が叫ばれ、文学はそして作家はもはや社会
に対する影響力を失ったとして、近代文学の使命は終わったとする論調が目につく。文学のみならず
あらゆる学問・文化の諸分野も大衆文化状況の中にあり、経済を中心とする情報のグローバル化のた
だ中にある。文学は生き残れるのだろうか。われわれはこうした問題意識のもとに、読書共同体の誕
生および発展、また読書共同体の構成員である作者、メディア、読者研究者が抱える問題を分析して
いきたいと思う。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
Ａ）「文学メディアと?作者>」は、文学理論研究の一環として「作者の死」を唱えるテクスト理論
を考察している。Ｂ）「作者・メディア・読者」は、日本の大衆小説の誕生及び発展を、読書共同体の
構成員であるマスメディア・出版社、読者層及び大衆小説作家を分析している。Ｃ）「『 露行』につ
いて」は、『アーサー王伝説』を改作した夏目漱石の方法について、また『 露行』を巡って行われた
江藤淳と大岡昇平の論争について、さらに文学研究法について考察したものである。
文学の研究方法については、10年単位で流行があり、国文学者石原千秋の整理によれば、1970年ま
でが作家論、1970年代が作品論、1980年代がテクスト論とナラロジ―（語り理論）、1990年代以降はポ
スト構造主義、現在はカルチュラルスタディーズとなる。
今回「作者・メディア・読者」特集の論文のうち、Ａ）「文学メディアと?作者>」がテクスト理論
批判とナラロジー、Ｂ）「作者・メディア・読者」は、カルチュラルスタディーズの立場から書かれた
論文であるといえよう。Ｃ）「『 露行』について」は、作品論といえるが、広く文学の特質や文学の
研究方法についても研究対象としている。
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文化の大衆化や芸術の商品化にともない、音楽や美術同様文学でも作者とメディアと読者の力関係
が変わっていき、個性尊重のロマン主義時代では、天才であった作者は、テクスト理論では「作者の
死」を宣告されるまでになった。全てを商品化する資本主義社会では、出版社の宣伝と読者（＝消費）
のニーズが文学の価値を決めているように見える。
家族の崩壊と再生、自由だが孤独という生き方、タブーや足かせから自由な性と愛の荒野、目標の
ない刹那的かつ享楽的な人生、精神の病やさまざまな依存症に苦しむ人間、自分探しなどテーマを巡っ
て、出版社と読者は常におもしろくてためになる作品を求めている。今では読者を意識しない作家は
いないだろう。
しかし大衆小説の誕生以来、菊池寛や直木三十五のように作家は常に芸術性と娯楽性の統一を目指
してきたのではなかったか。優れた作家は常にしたたかに読者を念頭に置きつつも、芸術的実験精神
を守ってきたのではなかったか。ショパンやリストやヴァーグナ―と同じようにゲーテやスタンダー
ルやドストエフスキーは、大衆性と芸術性をともに兼ね備えた作品を書いた。21世紀の作家たちも、
全てのものが商品となる資本主義社会の中で、自ら戦略を立てて、作家の良心を守っていかねばなら
ない。そして読書共同体の質が、文学作品の質を大きく左右することは言うまでもない。
（荒木詳二）
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